
〇 移転後の現病院は、新病院と相互に補完・連携し合う機能を持たせて
活用することが望ましく、医療、介護、コミュニティの３つの機能が考
えられる。

〇 新病院の開設時期を踏まえ、今後、幅広い観点で最も効果的な活用を
検討すべきである。

現病院の跡活用にあたっては、新病院と相互に補完・連携し合う機能を持
たせることが望ましいと考えます。そうした観点からは、医療、介護、コミ
ュニティの３つの機能が考えられます。（図表８、図表９参照）

① 在宅復帰支援を中心とした医療機能補完のための機能
② 新病院と在宅療養をつなぐ介護サービスの充実のための機能
③ 同世代や世代間のコミュニティ機能の充実のための機能

現病院の跡活用は、新病院が開院してからとなります。その時に求められ
る医療や介護サービスなどの区民ニーズは、現時点とは変わっていく可能性
があります。
今後、具体的な活用を検討する際は、将来の区民ニーズや光が丘地域のま

ちづくり等、幅広い観点で検討すべきものと考えます。
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９ QOL･･･生活の質（Quality Of Life）の略。病気にかかっている人や高齢者の生活
の満足度や幸福感を高めることを目的に考案された考え方。

６ 現病院の跡活用

【図表８】 ２つの拠点（現病院および新病院）を中心とした地域発展イメージ

９



医療を中心とした
相互補完および連携

介護を中心とした
相互補完および連携

コミュニティー機能の充実による
相互補完および連携

新病院の役割 ●急性期医療 ●回復期リハビリテーション機能 ●地域包括ケア機能

現病院建物の
基本コンセプト（案）

新病院（医療）の機能補完及び連携の強化により、
医療・介護サービスを受けながら安心して暮らせる街づくり

建物活用の方向性
在宅復帰支援を中心とした

医療機能の補完
介護サービス全般の充実化

同世代および世代間の
コニュニティ醸成

整備する機能例

・訪問看護ステーション

・訪問リハビリテーション

・慢性期病床
など

・訪問看護ステーション

・訪問介護

・介護老人保健施設（老健）

など

・コミュニティラウンジ

・キッズスペース

など
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【図表９】 現病院建物跡活用の方向性
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Ⅱ 資料 

 （１）懇談会の開催状況 

   ア．第１回 

    日時：平成 27 年６月 29 日（月）13 時 30 分から 15 時 10 分まで 

    会場：練馬区役所西庁舎９階９－１会議室 

    出席委員数：１９名 

    欠席委員数： ０名 

    傍聴者数：  ４名 

 

   イ．第２回 

    日時：平成 27 年９月 15 日（火）15 時から 16 時 30 分まで 

    会場：練馬区役所本庁舎５階庁議室 

    出席委員数：１８名 

    欠席委員数： １名 

    傍聴者数：  ６名 

 

ウ．第３回 

    日時：平成 27 年 10 月 21 日（月）13 時 30 分から 15 時まで 

    会場：練馬区役所本庁舎５階庁議室 

    出席委員数：１８名 

    欠席委員数： １名 

    傍聴者数：  ５名 

 

エ．第４回 

    日時：平成 27 年 11 月 16 日（水）13 時 30 分から 14 時 40 分まで 

    会場：練馬区役所本庁舎５階庁議室 

    出席委員数：１６名 

    欠席委員数： ３名 

    傍聴者数：  ７名 
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オ．第５回 

    日時：平成 29 年９月 28 日（木）19 時から 20 時 35 分まで 

    会場：練馬区役所本庁舎５階庁議室 

    出席委員数：１５名 

    欠席委員数： ４名 

    傍聴者数：  ８名 

 

カ．第６回 

    日時：平成 29 年 10 月 13 日（金）19 時から 20 時 35 分まで 

    会場：練馬区役所本庁舎７階防災センター 

    出席委員数：１５名 

    欠席委員数： ４名 

    傍聴者数：  ５名 

 

キ．第７回 

    日時：平成 29 年 10 月 26 日（木）19 時から 20 時 20 分まで 

    会場：練馬区役所本庁舎５階庁議室 

    出席委員数：１５名 

    欠席委員数： ４名 

    傍聴者数：  ４名 
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 （２）委員名簿 
 第１回～第４回 
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第５回～第７回 


